
“よくある”“ときどきある”を加えると

48％の糖尿病患者さんが大きくストレス

を感じ、うつを疑う経験をもっていると

回答しました。下のグラフでわかるよう

に、実際の受診者・受診経験者は少ない

ですが、“機会があれば診察してもらい

たい”と思っている患者さんは意外に多

いことがわかります。一方で、｢糖尿病
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合併症に対する将来の不安、薬物
治療の煩わしさ、食事制限など、糖
尿病患者さんは、日々、心理的に追
い込まれる状況におかれ、負担を感
じることが多く、そのために、うつ状態
になることが多いのは当然です。しか
し実際に通院中の患者さんたちは、
それを克服していこうという強い意
思を持っている人たちです。そして本
回答者は積極的にネットで情報をと
ろうとする意欲のある人たちですか
ら、うつの頻度が低いのかもしれま
せん。通院中断例や、治療意欲がわ
いていない人で統計をとれば、もう
少し頻度が増えるかもしれません。

このような中、通院する医療機関での

相談経験がある方は全体の13％で、相談

しない理由は上のグラフの通り。相談し

やすい環境に恵まれていないことが原因

の一つとなっているようです。また主治

医から、うつ治療のための薬を処方され

たことがある患者さんは全体の5％でし

た。主治医は相談されたら傾聴するが、

治療は専門医へという図式が推測されま

す。患者さんからは‘紹介された臨床心

理士や心療内科医が糖尿病のことをよく

知らなかった’‘定期的に心療内科等の診

察が組み込まれると話しやすい’‘精神科

と密接に連携してほしい’‘2つの科に通院

するのは時間的にムリ’などの意見も多く

みられました。

とうつ」に関しての認識は‘糖尿糖患者さ

んはうつを合併することが多い’ことを

“知っていた”のは35％。医療スタッフに

比べて格段に低いようです。




